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オホーツク東部地区における海浜サケ釣りルールに
関する海区委員会指示の発動について

【全道とオホーツク東部海域おける秋サケの来遊数について】

全道の秋サケの来遊数は2004年の6,068万尾をピークに減少傾向となり、2025年に
は686万尾と大幅に減少している。（ピーク時の約１／１０）
オホーツク東部海域についても、2004年の1,498万尾をピークに減少傾向となり、

2025年には208万尾と大幅に減少しているが、2022～2024年については他海域の来遊
が落ち込む中、好調な来遊を維持していたため、当海域に遊漁者が集中する状況と
なっている。
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オホーツク東部地区における海浜サケ釣りルールに
関する海区委員会指示の発動について

【オホーツク海域東部地区の秋サケ資源回復対策】

■ 最近のサケ・マス資源を取り巻く状況

【資源減少要因として考えられる事項】
・降海した稚魚が生育する沿岸域の海水温や餌となる動物プランクトンの質や量の
変化
・来遊期の高水温など回遊条件の悪化
・ふ化場の環境に適応してきた親魚の使用による遺伝的特性の変化
【遊漁者による釣りの増加等】
・オホーツク海域に釣り人が集中し過剰な状態
・船舶操縦士の免許が不要な３ｔ未満の小型船舶などによる釣りの増加

（１）野生魚の遺伝的多様性の調査・研究の推進
（２）再生産親魚及び野生魚の河川遡上を促す取組の推進
（３）遊漁に係る取組

■ 対応方向
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（２）再生産親魚及び野生魚の河川遡上を促す取組の推進

（１）野生魚の遺伝的多様性の調査・研究の推進

■ 増殖河川を含む各河川に遡上したサケの遺伝的特性の評価
■ 親魚の遡上数や稚魚の降河数の調査、卵の生残率や産卵環境の評価

■ 増殖河川等における河口付近等のさけ・ます採捕への禁止を規定
■ 漁業者が自主規制により河川への遡上を促すなどの取組
■ 遡上しにくい河川工作物の改良など、遡上・産卵環境の改善に向けた取組

（３）遊漁に係る取組

令和４年から、道総研さけます・内水面水産試験場、水産研究・教育機構、北見管
内さけ・ます増殖事業協会は、共同研究により北海道及びオホーツク南部広域水産業
再生委員会（斜里町、網走市、ウトロ漁協、斜里第一漁協、網走漁協、西網走漁協）
と連携し、野生魚を活用した資源回復対策のための調査・研究に取り組む

【オホーツク海域東部地区の秋サケ資源回復対策】

■ 船釣りの新規禁止区域指定や河口域における禁止期間及び区域の変更・拡大
■ ライセンス実施海域における期間の変更・釣獲尾数の適正化
■ 漁港において漁労作業に支障が出ている区域等の規制 など ３



オホーツク東部地区における海浜サケ釣りルールに
関する海区委員会指示の発動について

【遊漁に係る取組①】

【サケ資源の減少】
サケの来遊数が年々減少傾向にある中、釣り人による釣果が増殖事業に与える影響

について、無視できないレベルにあるとの認識が漁業関係者の間で高まる

【釣り人の増加とマナー低下】
ＳＮＳの普及等により釣り人が増加し、次のようなトラブルやマナー違反が深刻化
・場所取りの横行 ・魚体やごみの不法投棄 ・迷惑駐車 ・ヒグマの誘引 等

■ オホーツク東部海域に釣り人が集中することにより次の問題が発生
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【遊漁に係る取組②】

■ 令和６年、斜里町※、小清水町、網走市の１市２町では、サケ・マスの陸釣りに
ついて、場所取りやゴミ・残滓の投棄禁止、迷惑駐車の防止、「１人１日あたり釣
竿３本、釣獲尾数３尾まで」などの制限を含む「ローカル・ルール」を独自に定め
て、定着に向けた啓発活動を開始（※斜里町はＲ５に暫定運用）

■ 「３本３尾ルール」に罰則規定はなく、釣り人の良心に訴える形で運用。

○ トラブルの防止と秩序の維持
釣り場の混雑がトラブルの原因となっていたた

め、ルールを設けることで釣り人同士が気持ちよ
く楽しめる環境を整備。
○ 資源回復と持続可能な釣りの両立
釣り人一人ひとりの釣獲尾数を抑えることで、

過度な釣り上げを防ぎ、サケの遡上・産卵を促す
ことよって、将来にわたってサケ釣りが楽しめる
環境を維持。

【目指すすがた】
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【遊漁に係る取組③】

【サケ・マス釣り実態調査（２０２３年）のまとめ】
（釣り人の人数）
・釣り人の総数は延べ54,800人（８～12月）
（釣り竿の本数）
・一人あたりの竿数は４～６本が多い
（一人あたりの釣果）
・日の出から２時間の平均釣果は、概ね１～２尾/人

オホーツク東部地区の漁業関係機関が実施主体となって、各河川へのサケ親魚の
遡上尾数や稚魚の降下尾数、サケの遺伝的特性、遊漁による釣獲実態などを調査

資源保護の視点だけではなく、アンケートやシンポジウム、意見交換会等を通じ
て釣り人からも意見を聞き、さらに類似ルールとのバランス、持ち運び可能な重量
等からから決定。

※「１人１日あたり釣竿３本、釣獲尾数３尾まで」の設定経過
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【遊漁に係る取組④】

【秋サケ来遊数の減少】
・近年、全道的に秋サケの回帰数が低迷しており、2025年の全道来遊数は686万尾と
ピーク時の１０分の１程度まで減少するなど、厳しい状況となっている。
【釣り場の秩序維持】
・釣り人による混雑、場所取り、ゴミ問題、騒音といったトラブルが各地で発生して
いる。
【資源保護への協力】
・釣り人自らが「持続的な資源利用」に協力する体制が求められている。
【資源回復】
・釣り人一人ひとりの釣獲尾数を抑えることで、過度な釣り上げを防ぎ、サケの川へ
の遡上・産卵を促す。
【持続可能な釣り】
・釣りすぎを防ぐことで、将来にわたってサケ釣りが楽しめる環境を維持する。
【マナー向上と安全】
・竿の数を制限することで、場所取りや隣とのトラブルが減少し、皆が安心して釣り
が楽しめる。

■ なぜ釣獲規制が必要なのか
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【遊漁に係る取組⑤】

■ ローカル・ルールの定着に向けた主な活動（令和７年度）
【斜里町】
・町内施設や近隣釣具店の啓発資材配布、ルール看板設置（１５箇所）
・啓発活動の実施（５２日）
・斜里海浜サケ・マス釣りルール啓発＆クリーンアップ作戦（９月２２日：３９名）

【網走市】
・ルール看板（２０箇所）、トイレ（３箇所）、臨時駐車場（４箇所）の整備
・啓発活動の実施（１５回）

【小清水町】
・ルール看板、監視カメラの設置
・啓発活動の実施（８回）

【１市２町合同】
・釣り新聞（１７回）、釣り雑誌（４回）への広告掲載（７～１１月）
・網走・小清水・斜里合同！海浜サケ・マス釣りルール啓発＆クリーンアップ大作戦
（９月１２日：１２３名）
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【遊漁に係る取組⑥】

【ローカル・ルール導入前】 【ローカル・ルール導入後】
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【遊漁に係る取組⑦】

■ 「ローカル・ルール」の定着に向けた地域の普及啓発活動により、場所取りや
やゴミの放置の減少など、一定の成果が見られているが、竿数や釣獲尾数の制限
については、再三の要請によっても、法的根拠がないことを理由にルールを守ら
ない釣り人が一部に根強くおり、多くのルールを守る釣り人との不公平感や苦情
の対応に苦慮

■ オホーツク東部地区の市町や漁業協同組合などで構成する「オホーツク東部地
区さけます等資源対策協議会」では、資源保護と秩序維持、海浜環境保全のため
公的規制措置を検討するよう、道に要請

■ 道の対応

・釣り人の増加によるマナーの低下や秋サケ資源の減少に伴い策定された「ローカ
ル・ルール」の実効性を担保するためには、海区委員会指示による公的規制が必要

「ローカル・ルール」で定めている「１人１日あたり、釣竿３本、釣獲尾数３尾ま
で」の規制について、海区委員会指示とするよう、網走海区漁業調整委員会に要請
する

【要請理由】

10



オホーツク東部地区における海浜サケ釣りルールに
関する海区委員会指示の発動について

【委員会指示の内容】

規制内容項目 ローカル・ルール 委員会指示（案）

（１）規制期間 定めなし ９月１日～１１月３０日

（２）規制区域 斜里町、小清水町、網走市 同左

（３）規制魚種 さけ・ます さけ

（４）釣り竿の数 １人３本／日 同左

（５）釣る尾数 １人３尾／日 同左

（６）罰則等 定めなし あり（知事の裏付命令に違反
した場合）
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【委員会指示のスケジュール（案）】

月 日 項 目

３月～ 遊漁団体との意見交換

５月 遊漁者現地説明会、道から網走海区への発動要請

６月 パブリックコメント、網走海区公聴会

７月上旬 網走海区委員会（指示内容決定）

～８月末 遊漁者への周知期間

９月１日 委員会指示発令
12
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【目指すべきすがた】

■ 秋サケの資源の維持と持続的な釣りの両立に向けて
○ 現 在：「ローカル・ルール」による啓発活動の実施

○ 令和８年：海区漁業調整委員会指示による規制の実施

○ 将 来：ライセンス制度や沿岸漁場管理制度導入の可能性について検討

・法的裏付けがないため、ルールを無視する遊漁者が根強く存在

（ルールが浸透し、実効性が確保された後の次のステップとして…）

・遊漁者から遊漁料を徴収し、沿岸漁場の環境保全や釣り場を
管理する経費として活用することにより、資源の維持と持続的
な釣りの両立が可能
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